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校長室だより           
                                     第 12 号 

2026年 2月 16日 

 

 北海道立農業大学校校長の下堀（しもほり）です。いつも、道立農大のホームペー

ジをご覧いただきありがとうございます。 

 今回は、スマート農業機械シリーズ第３弾！ 

 念願の農業用ドローンの導入についてご紹介します。 
 

農業用ドローン導入！ 
 全国的に稲作地域などにおいて農業用ドローンが急速に普及している中（※文末

参考資料参照）、農大でも農業用ドローンを使用して畑作や露地野菜栽培のプロジ

ェクトを実施したいという学生の声が高まっておりました。 

 このような背景を踏まえ、農業用ドローン１台を本年２月上旬に導入しました。   

 導入に当たっては、ヤンマーさんに来ていただき、使用方法や注意点などを丁寧

に教えていただきました。 

 

ドローン箱に入って到着 

  
箱に入って届きました 

箱は、大事に保管しておくべきとのこと 

箱の中身。ドローンが折りたたまれて 

収納されています 

 
 

プロポ 箱から出しました 

 

 



2 

 

説明を受ける 

 ヤンマーさんからは、ドローンの取扱いや操作方法など懇切丁寧に教えていただ

きました。その後早速外に運んで試運転しました。 

  

ローターやアームの取扱い説明 プロポでスイッチオン 

  
２人の共同作業で大事に外に運びます 外で発進準備 

 

試運転 

 屋外で農業ドローン技能認定を受けている教員が操縦したり、自動航行により液

剤（寒かったので不凍液を使用）を散布したりして動作確認をしました。 

 プロポ上の航空写真に定点を登録し範囲指定すると、高度や散布ルートを自動計

算してくれて、開始ボタンを押すだけで自動的にドローンが飛行し液剤が散布され

る様子を見て、先端技術の凄さを肌で感じました。 

  

飛び立ちました 夕陽に映えるドローン 
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農業用ドローンの活用方向 

 昨年 11月に導入したＧＰＳ自動操舵付きトラクターに加えて、今回は農業用ド

ローンも導入できました。 

 農業用ドローンにより、効率的な農作業やドローンを用いた学習の充実だけでは

なく、ドローンの必要性を理解する人材育成など様々な効果が発揮されると考えま

す。 

 今年度導入したＧＰＳ付き自動操舵トラクターや農業用ドローンにより、スマー

ト農業に関する実践的な教育環境の充実が図られてきました。これらスマート農業

用機械を使った学習状況は、適宜お知らせしていきます。 

 農業を目指している高校生の皆さん、このようにスマート農業機械が充実してい

る道立農業大学校で最新技術を学びませんか。 
 

【導入ドローンの概要】 

機器名・形式 ＤＪＩ 産業用マルチローター（農薬散布用ドローン） Ｔ２５ 

機体寸法・重量 2585×2675×780mm（アーム・プロペラ展開時）  27.0kg 

薬剤タンク・散布能力 20リットル  １フライトで 2ha散布、15分 

       （ほ場の形式、作業条件で散布効率は異なる） 

主な特長 ・二重反転アトマイザー：微細な噴霧で作物の隅々まで効率よく散布 

・自動航行：カメラでほ場を測量し、その情報をもとに飛行経路を作

成し、自動で高精度な散布を実現 

（参考サイト） https://www.yanmar.com/jp/agri/products/helicopter/t10_t25_t70p/ 

 

【導入ドローン導入による想定される効果】（「・」は例） 

○ドローンの必要性を理解する人材の育成（将来の営農に活用） 

 ・散布作業の省力化・効率化（スプレーヤーとの比較、面積当たりの作業時間・コスト算出等） 

 ・安全な農薬散布の考え方を習得（気象条件を踏まえたドリフト対策等） 

 ・オペレーター技能の習得（操縦、ルート設定、散布量管理） 等 

○プロジェクト学習（卒論研究）の充実 

 ・散布方法の相違による比較 

 ・作物別（稲、麦、豆、野菜等）の適性研究 等 

○安全・労働環境改善効果 

 ・農薬暴露リスク低減 

 ・炎天下・重労働からの解放 

 ・傾斜地、ぬかるみほ場でも作業可能 等 

 

【※参考資料】（全国の農業用ドローンの普及状況など） 

https://www.jacom.or.jp/kome/news/2024/09/240903-76258.php 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/drone.html 


